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①地域の課題の洗い出し ③地域の資源と連携した具体的な方策

④連携によるお互いのメリット

ワークショップ ワークシート

令和３年度「全国家庭教育支援研究協議会」・「全国公民館研究フォーラム」合同大会（令和４年２月４日）

（特に解決したい課題）

資料3-2

【事業（取組）のタイトル】

②どことどこ（誰）が連携できるか、
何を活用できるか

【具体的な取組の手法】

【表面】

□ 公民館との連携による家庭教育支援
□ 学校との連携による家庭教育支援
□ 保健・福祉との連携による家庭教育支援

【関心事項】
（当てはまるものにチェック）

パネルディスカッションを踏まえ、メンバーの地域における、課題の
解決に向けて連携できる機関や人材を挙げてください。

メンバーそれぞれの地域における、子供や保護者（保護者世代）を
取り巻く課題を挙げてください。

【期待できる効果】

①・②を踏まえ、具体的な支援策を検討してください。

③の実施によって、それぞれ関わりのある機関や人材が受けるメリットを
挙げてください。
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